
グループホームりん 

令和７年度 地域連携推進会議 議事録 

開催日時 令和７年１１月１０日（月） 9：30～11：00 

１．開催場所 みさかえの園サテライトセンター 

 

２．出席者 入居者代表      ２名 

      入居者ご家族     ２名 

      地域の関係者     ２名（泉地区自治会長、民生委員） 

      福祉に知見を有する方（見学のみ） １名（しらぬい学園管理者） 

      市町村担当者     １名（諫早市障害福祉課主任） 

      法人内職員      ８名（法人理事長、事務局長、むつみ地域支援部長、地域支援課長  

                    りん管理者、サービス管理責任者（２）、事務主任） 

 

３．会議内容 

 （１）地域連携推進会議について 

構成員変更を踏まえ、本会議の目的や趣旨について説明。 

目的：①事業所と地域との連携による関係づくりと理解の促進 

②サービスの質・透明性の確保や利用者の権利擁護 

開催回数：年２回 

   ①構成員による事業所訪問 

   ②事業所による会議の開催  

  「地域で暮らす一員として、共に地域での見守りや支え合いを！」 

   →すべての人にやさしい街づくりを共に考えていこう 

 （２）構成員自己紹介 

 （３）利用者及び利用者家族の意向確認 

利用者全２５名：利用者 同意１８名、家族・後見人 同意２３名 

    実施時は、その時点の本人意向を尊重 

 （４）グループホームりん運営状況報告 

    ・各住居の利用者状況、家賃、食費、立地環境等 

    ・行事、ホーム自治会、地域交流・清掃活動、防災訓練 

    ・事業計画より抜粋して令和７年度の重点項目及び行動計画を説明 

 （５）ホーム見学委員所感： 

    ・こじんまりとして良かった。自分も住みたいと感じるくらいだった。 

・緊急連絡もしっかりされているし、きれいでゆったりとして過ごしやすそう。 

    ・見学した際、住んでいる方と職員の話ぶりを聞いていて、その雰囲気がよかった。 

・コーポは２人だから気が合えばいいんじゃないかと思った。 

・いつも近所を通るときにもよく挨拶をしてくれたり、地域の美化活動にもきてもらったりで、



やっぱりこういう地域での挨拶や関わりの積み重ねが大事だと思う。 

・ご利用者様の特性に配慮された備品の設置などされていて良かった。また、アパート型のホー

ムも他住民との関わりもあり、生活を楽しまれている印象を受けました。総じて、ご利用者様

が笑顔が多く今の生活に満足されている感じを受けました。 

 （６）インシデント・アクシデント報告 

     今年度前半期発生した事例 ８件（インシデント６件、アクシデント２件）について内容及び

防止策等説明 

 

 （７）ＢＣＰ運用について 

①８月の新型コロナ感染者発生時の状況報告 

 感染対策の体制と利用者、職員双方を守るための環境整備のあり方、特に集中する電話対応や

陽性者の通院方法など共有 

    ②７月改定版の事業継続計画（災害）より一部抜粋して説明 

     ・災害対策（地震・水害）、連絡体制、避難方法、備蓄・非常バッグ運用の具体策 

     ・自治会長、民生委員より過去の災害について情報提供あり共有 

・諫早大水害：川が蛇行しているところが決壊し床下浸水があった 

・今後にむけ消防、防災訓練など地域連携しての取り組みについて、まずは一緒に参加して

もらうことなどから実施 

 

４．質疑応答・感想 

 ①緊急時のシステムはありますか？  

 →電話は混乱するので、事業所ごとに一斉に業務連絡する LINEWORKS やオープンチャットを活用

しています。防災訓練時もオープンチャットを使って、被災状況報告を返信できるかという訓練を

行いました。 

 ②事業所の皆さんと地域にお住いの方のお話を実際に聞くことで映像としてみれたことなど勉強に

なりました。 

 ③個々の事業所の実態をこうして地域の皆さんと共有しながら、医療・福祉の連携の重要性を再確認

できた。感染、災害等地域と共に法人全体でも重要テーマとして位置づけ対応していきたい。 

 ④会議は、年２回だが、日頃の交流イベント等の機会も活用して何かあったら随時気軽に声掛けられ

るようにしていきたい。 

   

 

 


